
平成２６年７月１日 ４

新見拓馬
（第五小）

阿部沙也香
（第九小）

平井佑実
（東中）

斎藤美穂
（南町小）

林　朝子
（神宝小）

吉田千晶
（小山小）

荻野浩毅
（小山小）

高木美和子
（第十小）

滝口紗季
（第七小）

水上秀佑
（第六小）

加藤ゆい
（第六小）

尾形美樹
（第九小）

大塚伸明
（第三小）

梶原真唯
（第二小）

飛田　好
（第一小）

小林恭子
（第一小）

當間瑛理子
（下里中）

田中健介
（南中）

大滝真弓
（西中）

酒井大樹
（久留米中）

清水優里菜
（下里小）

前田海智
（本村小）

浦垣　唱
（南町小）

山口遥平
（神宝小）

　

平
成　

年　

月　

日
に
開
催
し

２５

１２

１７

た
第　

回
定
例
会
か
ら
、
平
成　

１２

２６

年
４
月　

日
に
開
催
し
た
第
８
回

２５

臨
時
会
ま
で
に
上
程
さ
れ
た
主
な

「
議
案
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
（「
議
案
」
は
す
べ
て
承
認
▽

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
一
部
議
案
名

の
「
～
に
つ
い
て
」「
東
久
留
米

（
市
）」は
省
略
▽
報
告
事
項
は
会

議
録
等
を
参
照
願
い
ま
す
）。

　

◎
平
成　

年
第　

回
定
例
会

２５

１２

（　

月　

日
）
市
立
学
校
教
職
員

１２

１７

の
服
務
事
故
▽
教
育
委
員
会
職
員

の
人
事　

◎
第
８
回
臨
時
会
（　
１２

月　

日
）
図
書
館
協
議
会
委
員
の

２５
委
嘱　

◎
平
成　

年
第
１
回
定
例

２６

会
（
平
成　

年
１
月
９
日
）
市
立

２６

小
中
学
校
施
設
使
用
条
例
施
行
規

則
の
一
部
改
正
▽
市
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部

改
正
▽
市
立
市
民
体
育
施
設
条
例

施
行
規
則
の
一
部
改
正
▽
市
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の

一
部
改
正　

◎
第
１
回
臨
時
会

（
１
月　

日
）
教
育
委
員
会
職
員

１７

の
人
事　

◎
第
２
回
臨
時
会
（
１

月　

日
）
平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

２６

（
教
育
費
）
当
初
予
算
（
原
案
）

▽
平
成　

年
度
一
般
会
計
（
教
育

２５

費
）
３
月
補
正
予
算
（
案
）
▽
教

育
委
員
会
教
育
目
標
・
平
成　

年
２６

度
教
育
委
員
会
基
本
方
針
の
策
定

▽
教
育
委
員
会
職
員
の
人
事　

◎

第
２
回
定
例
会
（
２
月
６
日
）
市

立
学
校
医
の
委
嘱
▽
社
会
教
育
委

員
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
依
頼
▽

公
立
学
校
職
員
出
勤
簿
整
理
規
程

の
一
部
改
正
▽
市
立
小
・
中
学
校

文
書
管
理
規
程
の
一
部
改
正
▽
教

育
委
員
会
職
員
の
人
事　

◎
第
３

回
臨
時
会
（
２
月　

日
）
市
立
学

１３

校
長
及
び
副
校
長
の
人
事
の
内
申

▽
「
議
案
第
９
号　

平
成　

年
度

２５

東
久
留
米
市
一
般
会
計（
教
育
費
）

３
月
補
正
予
算
（
案
）」
の
一
部
取

り
下
げ　

◎
第
４
回
臨
時
会
（
２

月　

日
）「
小
学
校
給
食
調
理
業
務

２５
委
託
導
入
計
画
」
の
改
定
（
平
成

　

年
度
実
施
分
）
▽
「
議
案
第　

２６

１１

号　

東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
教

育
目
標
及
び
平
成　

年
度
東
久
留

２６

米
市
教
育
委
員
会
基
本
方
針
の
策

定
」
の
一
部
修
正　

◎
第
３
回
定

例
会
（
３
月
４
日
）「
第
二
次
東
久

留
米
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
の
策
定
▽
教
育
委
員
会
職
員

の
人
事　

◎
第
５
回
臨
時
会
（
３

月　

日
）「
議
案
第　

号
『
東
久
留

１８

２０

米
市
立
小
学
校
給
食
調
理
業
務
委

託
導
入
計
画
」
の
改
定
（
平
成　
２６

年
度
実
施
分
）』の
一
部
修
正
▽
教

育
委
員
会
職
員
の
人
事　

◎
第
６

回
臨
時
会
（
３
月　

日
）「
東
久
留

２８

米
市
立
小
中
学
校
施
設
使
用
条
例

施
行
規
則
の
一
部
改
正
」
の
一
部

改
正
▽
「
東
久
留
米
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部

改
正
」
の
一
部
改
正
▽
「
東
久
留

米
市
立
市
民
体
育
施
設
使
用
条
例

施
行
規
則
の
一
部
改
正
」
の
一
部

改
正
▽
「
東
久
留
米
市
立
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一

部
改
正
」
の
一
部
改
正　

◎
第
４

回
定
例
会
（
４
月
１
日
）
教
育
委

員
会
教
育
長
の
任
命　

◎
第
７
回

臨
時
会
（
４
月　

日
）
奨
学
資
金

１０

運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
▽
市
立

図
書
館
協
議
会
委
員
の
解
嘱
及
び

委
嘱　

◎
第
８
回
臨
時
会
（
４
月

　

日
）
市
民
大
学
運
営
委
員
会
委

２５員
の
委
嘱
▽
社
会
教
育
委
員
会
委

員
の
解
嘱
及
び
委
嘱
▽
平
成　

年
２６

度
一
般
会
計
（
教
育
費
）
６
月
補

正
予
算
（
案
）
▽
市
指
定
文
化
財

の
指
定
（
諮
問
）
▽
市
立
市
民
体

育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
依
頼

　

市
内
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
と
活
用
に
資
す
る
た
め
、
市

内
の
遺
跡
や
文
化
遺
産
を
市
文
化

財
保
護
審
議
会
に
諮
問
し
、
答
申

後
、
市
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
に
は　
６４

件
の
市
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
「
武
蔵
野
鉄
道
引
き

込
み
線
跡
」
と
「
北
多
摩
陸
軍
通

信
所
跡
」
の
２
件
が
文
化
財
指
定

の
候
補
に
上
っ
て
お
り
、
今
号
と

次
回
で
こ
の
２
件
を
紹
介
し
ま
す

（
本
文
、
写
真
の
選
択
は
同
審
議

会
委
員
の
山
﨑
丈
氏
に
よ
る
）。

見
慣
れ
た
所
で
も
、
そ
の
由
来
を

知
っ
て
歩
く
と
ま
た
楽
し
く
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
緯
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。

◇　
　
　

◇

　

南
沢
の
竹
林
公
園
と
自
由
学
園

の
間
を
、
幅
２
ｍ
ほ
ど
の
細
い
遊

歩
道
が
南
北
に
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
た
て
の
緑
地
（
緑
道
）」

で
、
地
域
の
人
々
の
散
歩
や
通

勤
・
通
学
路
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
遊
歩
道

が
か
つ
て
の
鉄
道
の
軌
道
跡
で
あ

り
、
し
か
も
昔
の
軍
事
工
場
に
続

い
て
い
た
線
路
の
跡
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
、
平
坦
で
広

１０

大
な
面
積
を
持
つ
武
蔵
野
に
は
、

数
多
く
の
軍
事
施
設
や
軍
需
工
場

が
存
在
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
ゼ

ロ
戦
な
ど
の
軍
用
機
エ
ン
ジ
ン
を

造
る
国
内
最
大
の
中
島
飛
行
機
武

蔵
製
作
所
が
、
当
時
の
久
留
米
村

の
南
東
約
４
㎞
の
武
蔵
野
町
に
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
久
留
米
村

の
東
に
接
す
る
現
西
東
京
市
谷
戸

中
学
校
裏
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
が
公

有
地
化
さ
れ
、
全
長
約
８
５
０
ｍ

に
わ
た
っ
て
周
囲
に
緑
地
を
配
し

た
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
民
有
地
で
す
が
、

落
合
川
北
側
に
は
軌
道
の
築
堤
が

部
分
的
に
残
っ
て
い
た
り
、
落
合

川
に
架
（
か
）
か
っ
て
い
た
鉄
橋

の
南
側
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
台
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

武
蔵
野
鉄
道
か
ら
の
分
岐
点
で

あ
っ
た
東
久
留
米
駅
は
近
代
的
な

駅
西
口
に
姿
を
変
え
、
南
の
終
点

の
田
無
製
造
所
は
ひ
ば
り
が
丘
団

地
と
な
っ
て
そ
の
面
影
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
引
き
込
み
線
跡

は
、
か
な
り
の
部
分
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
貴
重
な
戦
争
遺
跡
の

一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

◇　
　
　

◇

　

次
号
で
は
、
小
金
井
街
道
の
前

沢
に
あ
る
「
通
信
住
宅
」
と
い
う

バ
ス
停
に
名
残
り
を
と
ど
め
る

「
北
多
摩
陸
軍
通
信
所
跡
」
を
紹

介
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中

に
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く

残
っ
て
い
る
戦
争
遺
跡
の
存
在
を

語
り
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和

の
尊
さ
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

っ
て
お
り
、
両
側
に
は
高
い
壁
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
越
え
て

南
西
に
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が
ら
平

坦
地
を
進
み
、
そ
の
後
、
現
在
の

南
中
学
校
付
近
で
東
に
急
カ
ー
ブ

で
曲
り
な
が
ら
、
田
無
製
造
所
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
終
点

が
、
現
在
の
ひ
ば
り
が
丘
団
地
付

近
で
す
。
昭
和　

年
末
に
用
地
買

１８

収
を
開
始
し
、　

年
１
月
運
輸
通

１９

信
大
臣
に
申
請
、
同
年
８
月
に
認

可
と
い
う
過
程
を
考
え
る
と
、
落

合
川
と
立
野
川
を
渡
り
、
崖
を
切

り
崩
し
、
窪
地
を
埋
め
る
な
ど
、

変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
短
期
間
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
難

工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
引
き
込
み
線
は
、
結
果
的

に
は
運
転
開
始
か
ら
わ
ず
か
１
年

ほ
ど
の
昭
和　

年
８
月
の
終
戦
と

２０

と
も
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
は
レ
ー
ル
も
残
っ
て
お
り

近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
短
期
間
の

運
用
で
あ
っ
た
た
め
か
資
料
も
少

な
く
、
車
輛
の
写
真
も
残
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

現
在
は
落
合
川
の
南
の
学
園
町

一
丁
目
の
踏
切
付
近
か
ら
市
立
南

↑写真は現在のた
ての緑地。市内有
数の散歩コース
で、ふだんから多
くの方が散歩を楽
しまれています。

★
教
育
委
員
会
の
会
議
（
定
例
会
・
臨
時
会
）
は
傍
聴
で
き
ま
す
★

　

人
事
案
件
等
の
非
公
開
の
案
件
を
除
い
て
、
定
例
会
や
臨
時
会
の
会

議
は
傍
聴
で
き
ま
す
（
事
前
予
約
不
要
。
当
日
、
傍
聴
者
カ
ー
ド
に
お

名
前
等
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
）。
案
件
は
当
日
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
総
務
課
庶
務
係
緯
４
７
０
・
７
７
７

５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

↑写真は東久留米駅から田無製造所
への鉄道引き込み線（米軍撮影空中
写真Ｍ６３０部分・昭和２２年・国土地理
院）。「東久留米の近代史」より。写真
左側に見えるＳ字状の白い線が引き
込み線跡です。下端が旧中島航空金
属田無製造所、左上が落合川、上方中
央が自由学園。引き込み線の周囲に
は空襲の爆弾の炸裂痕も見えます。

教
育
委
員
会
の
動
き

　

平
成　

年
４
月
１
日
～　

日

２６

３０

付
で
、
市
立
小
・
中
学
校
に
配

属
さ
れ
た　

人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

２５

な
先
生
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称

略
・
行
政
順
。
平
成　

年
５
月

２６

１
日
付
以
降
採
用
の
先
生
は
次

号
で
紹
介
）。

新
し
い
先
生
、

よ
う
こ
そ

東
久
留
米
へ
！

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

武
蔵
野
鉄
道
引
き
込
み
線
跡

今
も
残
る
戦
争
遺
跡

今
も
残
る
戦
争
遺
跡

今
も
残
る
戦
争
遺
跡

シリーズ
（
当
時
保
谷
町
・
田
無
町
）
に
は
、

武
蔵
製
作
所
の
関
連
工
場
で
あ
る

中
島
航
空
金
属
田
無
製
造
所
と
い

う
大
き
な
工
場
や
エ
ン
ジ
ン
の
試

運
転
場
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和　

年
（
１
９
４
４
年
）
に
、

１９

こ
の
中
島
航
空
金
属
田
無
製
造
所

へ
東
久
留
米
駅
か
ら
鉄
道
の
引
き

込
み
線
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
部
が
、
現
在
の
「
た
て
の
緑

地
」で
す
。
こ
の
引
き
込
み
線
は
、

軍
用
機
エ
ン
ジ
ン
を
造
る
た
め
の

鋳
型
（
い
が
た
）
用
の
砂
な
ど
の

材
料
や
燃
料
を
運
搬
す
る
の
が
目

的
で
、
当
時
実
際
に
目
撃
さ
れ
た

近
く
の
方
に
よ
れ
ば
、
小
型
蒸
気

機
関
車
（
雨
宮
製
作
所
Ｃ
型　

ｔ
１８

機
関
車
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）

が
、
六
輌
前
後
の
貨
車
を
引
い

て
、
時
速　
㎞
ほ
ど
の
速
さ
で
走

２０

っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
の
西
武
池
袋
線
は
、
当
時
は

武
蔵
野
鉄
道
で
、
引
き
込
み
線
は

武
蔵
野
鉄
道
の
側
線（
そ
く
せ
ん
）

と
し
て
造
ら
れ
、
正
式
名
称
は

「
東
久
留
米
駅
構
外
線
」で
し
た
。

全
長
２
・　

㎞
の
単
線
で
、
東
久

８４

留
米
駅
か
ら
南
へ

向
か
っ
て
す
ぐ
に

落
合
川
（
鉄
橋
）

を
渡
っ
て
畑
地
を

進
み
、
自
由
学
園

の
西
側
の
窪
地
を

埋
め
立
て
て
造
成

し
た
築
堤
（
ち
く

て
い
）
の
上
を
走

り
、
立
野
川
の
水

路
を
渡
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
先

は
、
逆
に
立
野
川

南
側
の
崖
を
切
り

崩
し
て
軌
道
を
造
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小松田晃
（第五小）


